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パ
ー
ト
法
の
抜
本
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を
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ー
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①

シ
リ
ー
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法
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全
面
改
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許
す
な
①

　

２
０
１
２
年
に
精
神
疾
患
で
、

長
期
の
病
休
を
取
っ
た
地
方
公
務

員
が
10
年
前
の
２
・
４
倍
に
増
え

て
い
る
こ
と
が
総
務
省
の
外
郭
団

体
の
調
査
で
わ
か
り
ま
し
た
。

　

全
体
的
な
「
長
期
病
休
者
」
の

数
は
２
０
０
８
年
度
の
２
４
６
６

人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
、
２
０
１

２
年
度
は
２
３
９
５
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。
一
方
、
精
神
疾
患
に
よ

る
「
長
期
病
休
者
」
は
増
加
傾
向

で
、
２
０
１
２
年
度
は
１
２
１
６

人
で
過
去
最
多
と
な
り
、
10
年
前

の
２
・
４
倍
、
15
年
前
の
約
５
倍

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

職
場
環
境
だ
け
が
原
因
と
判
断

す
る
の
は
難
し
い
で
す
が
、
人
員

削
減
が
進
み
、
地
方
行
政
の
現
場

ローアンの

ススメ⑲⑲

労働安全衛生委員会で
メンタルヘルスについ
て考えてみませんか

は
人
手
不
足
に
陥
っ
て
お
り
、
非

正
規
職
員
が
約
３
〜
４
割
を
占

め
、
正
規
職
員
１
人
に
対
す
る
責

任
の
重
さ
の
増
加
、
人
事
評
価
制

度
の
導
入
で
職
員
の
肉
体
的
・
精

神
的
負
担
な
ど
が
大
き
く
影
響
し

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

か
？

　

こ
う
し
た
話
題
を
労
働
安
全
衛

生
委
員
会
で
も
取
り
上
げ
、
職
場

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ
い
て
勉

強
で
き
る
機
会
を
設
け
、「
職
員

ど
う
し
が
助
け
合
え
る
職
場
環
境

づ
く
り
は
ど
う
し
た
ら
で
き
る
の

か
」「
予
防
で
き
る
よ
う
な
雰
囲

気
づ
く
り
は
ど
う
し
た
ら
で
き
る

の
か
」
な
ど
を
検
討
す
る
だ
け
で

も
、
職
場
の
雰
囲
気
は
変
わ
っ
て

く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

労
働
安
全
衛
生
委
員　

長
池
敦
子

職
場
に
広
が
る
様
々

職
場
に
広
が
る
様
々

な
雇
用
形
態

な
雇
用
形
態

　

今
職
場
を
見
渡
す
と
、
非
常

勤
職
員
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
委
託

労
働
者
な
ど
、
公
務
に
お
い
て

も
雇
用
形
態
の
違
う
労
働
者
が

急
増
し
て
い
ま
す
。
大
阪
労
連

の
調
査
で
は
、
自
治
体
の
非
正

規
労
働
者
は
全
体
で
約
4
割
、

多
い
自
治
体
で
は
5
割
を
こ
え

る
状
況
で
す
。

　

「
維
新
の
会
」
は
国
を
先
取

り
し
て
、「
指
定
管
理
者
制

度
」
や
「
市
場
化
テ
ス
ト
」
で

民
間
委
託
を
強
行
、
そ
の
労
働

者
の
ほ
と
ん
ど
は
有
期
限
・
非

正
規
労
働
者
で
す
。
委
託
は
有

期
契
約
の
た
め
、
契
約
更
新
時

に
労
働
者
の
賃
金
・
労
働
条
件

が
切
り
下
げ
ら
れ
る
こ
と
が
問

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
賃
金

は
、
正
規
の
２
分
の
１
、
３
分

の
１
で
到
底
自
立
で
き
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
労
働
条
件

も
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
。

　

非
正
規
職
員
・
委
託
労
働
者

の
仕
事
の
ほ
と
ん
ど
は
職
員
が

行
っ
て
い
た
仕
事
で
あ
り
、
ど

れ
も
公
務
で
す
。
同
一
労
働
同

一
賃
金
、
均
等
待
遇
は
当
た
り

前
で
す
。
賃
金
・
労
働
条
件
に

大
き
く
格
差
が
あ
る
状
態
を
放

置
し
て
い
れ
ば
、
全
体
が
引
き

下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

安
倍
政
権
の「
雇
用
改

安
倍
政
権
の「
雇
用
改

革
」で
総
不
安
定
化

革
」で
総
不
安
定
化

　

安
倍
政
権
は
「
賃
上
げ
が
必

要
」
と
い
っ
て
い
ま
す
が
、

「
成
長
戦
略
」
の
重
要
課
題
で

あ
る
「
雇
用
改
革
」
で
は
、
財

界
の
要
請
を
全
面
的
に
受
け

て
、
派
遣
労
働
や
裁
量
労
働
、

有
期
限
雇
用
を
拡
大
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
長
時
間

・
過
密
労
働
、
低
賃
金
、
使
い

捨
て
を
す
す
め
、
全
労
働
者
の

賃
金
が
42
兆
円
近
く
減
ら
さ
れ

る
と
い
う
試
算
も
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
労
働
法
制
の
全
面
改
悪

が
行
わ
れ
れ
ば
、
私
た
ち
の
職

場
に
も
大
き
く
影
響
し
、
い
っ

そ
う
働
き
に
く
く
な
り
ま
す
。

改
悪
に
反
対
し
、
デ
ィ
ー
セ
ン

ト
ワ
ー
ク
（
人
間
ら
し
く
働
き

が
い
の
あ
る
仕
事
）
実
現
に
む

け
運
動
を
強
め
ま
し
ょ
う
。

実
効
性
な
い

実
効
性
な
い

パ
ー
ト
法
の
見
直
し

パ
ー
ト
法
の
見
直
し

　

パ
ー
ト
法
（
短
時
間
労
働
者

の
雇
用
管
理
の
改
善
等
に
関
す

る
法
律
）
の
「
改
正
」
案
が
今

国
会
に
提
案
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
の
パ
ー
ト
法
は
、
正
規

に
比
べ
、「
職
務
の
内
容
」
と

「
人
材
活
用
の
仕
組
み
」（
異

動
や
昇
進
な
ど
）
が
同
じ
で
無

期
雇
用
で
あ
れ
ば
差
別
禁
止
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
全
体
の
１

％
く
ら
い
し
か
対
象
に
な
ら

ず
、
実
効
性
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
「
改
正
」
案
で
は
、

無
期
雇
用
は
削
除
さ
れ
ま
す

が
、「
人
材
活
用
の
仕
組
み
」

が
残
る
た
め
そ
の
対
象
は
ほ
と

ん
ど
拡
大
さ
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら

に
、「
忌
引
き
」
に
つ
い
て
は

パ
ー
ト
労
働
者
で
あ
っ
て
も
有

給
に
す
る
な
ど
正
職
員
と
の
均

等
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
取
得
を
理
由
に
解
雇
し
て

は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
通
勤
手
当
に
つ
い
て

は
均
衡
確
保
努
力
義
務
の
対
象

外
と
わ
ざ
わ
ざ
例
示
し
て
い
ま

す
。
審
議
会
の
建
議
で
は
「
待

遇
決
定
に
当
た
っ
て
考
慮
し
た

事
項
の
説
明
を
求
め
た
こ
と
を

理
由
と
し
て
解
雇
そ
の
他
不
利

益
な
取
り
扱
い
を
し
て
は
な
ら

な
い
旨
、『
指
針
』
に
定
め
て

あ
る
が
、
こ
れ
を
法
律
に
位
置

付
け
る
こ
と
」
と
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
法
改
正
せ
ず

「
指
針
」
で
対
応
し
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
も
問
題
で
す
。
こ

ん
な
改
正
で
は
、
ほ
と
ん
ど
改

善
さ
れ
ま
せ
ん
。

パ
ー
ト
法
改
正
署
名

パ
ー
ト
法
改
正
署
名

を
集
め
ま
し
ょ
う

を
集
め
ま
し
ょ
う

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
国
際
的
に

は
、
パ
ー
ト
は
時
間
数
が
短
い

だ
け
で
、
時
給
や
労
働
条
件
は

平
等
で
す
。
日
本
の
パ
ー
ト
・

非
正
規
労
働
者
の
差
別
は
異
常

で
す
。
全
労
連
は
「
パ
ー
ト
労

働
法
の
実
効
あ
る
改
正
を
求
め

る
国
会
請
願
署
名
」
を
早
急
に

集
め
て
、
国
会
へ
提
出
し
よ
う

と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

同
一
労
働
同
一
賃
金
、
均
等

待
遇
を
実
現
し
、
労
働
者
全
体

の
働
く
権
利
を
ま
も
る
た
め
署

名
を
集
め
ま
し
ょ
う
。

住
民
の
要
望
を
伝
え
る

住
民
の
要
望
を
伝
え
る

た
め
に

た
め
に

　

２
月
12
日
午
後
、「
住
吉
市

民
病
院
問
題
に
関
す
る
大
阪
保

険
医
協
会
と
大
阪
市
と
の
懇

談
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
住
吉

市
民
病
院
は
、
大
阪
市
議
会
が

民
間
病
院
を
誘
致
す
る
と
い
う

附
帯
決
議
を
つ
け
て
廃
止
が
強

行
さ
れ
、
昨
年
末
に
誘
致
す
る

民
間
病
院
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
小
児
科
の
医
師
確

保
な
ど
で
困
難
な
状
況
が
生
ま

れ
、
ま
だ
契
約
に
至
っ
て
い
ま

せ
ん
。
医
師
会
の
反
対
も
あ
る

の
廃
止
と
大
阪
府
市
共
同
住
吉

母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
（
府
立
急

性
期
・
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に

併
設
）
の
設
立
、
民
間
病
院
の

誘
致
は
一
体
の
も
の
で
ど
れ
が

欠
け
て
も
成
立
し
な
い
」
と
説

明
し
、
地
元
医
師
会
の
理
解
が

十
分
得
ら
れ
て
い
な
い
困
難
な

状
況
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

民
間
病
院
の
公
募
条
件
は
、

住
民
の
要
望
を
踏
ま
え
、
住
吉

市
民
病
院
の
機
能
を
残
す
内
容

に
な
っ
て
い
ま
す
。
民
間
事
業

者
が
安
定
し
た
病
院
運
営
を
継

続
で
き
る
よ
う
に
大
阪
市
が
支

援
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
開

催
さ
れ
た
「
意
志
統
一
集
会
」

に
は
、
基
調
講
演
に
京
都
社
保

協
事
務
局
長
で
、
京
都
市
職
労

副
委
員
長
の
南
博
之
さ
ん
が

「
丹
後
地
域
医
療
と
介
護
の
実

地
域
住
民
の
い
の
ち
を
守
る

公
的
医
療
を
充
実
さ
せ
よ
う

態
調
査
〜
調
査
活
動
に
お
け
る

労
働
組
合
の
役
割
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
し
ま
し
た
。
医
師
・
看

護
師
不
足
な
ど
医
療
供
給
体
制

の
危
機
が
深
刻
化
す
る
な
か
、

京
都
府
立
「
与
謝
の
海
病
院
」

の
独
立
行
政
法
人
化
に
よ
っ
て

発
生
し
て
い
る
地
域
住
民
へ
の

影
響
を
実
態
調
査
し
、
そ
の
な

か
で
明
ら
か
と
な
っ
た
住
民
要

求
の
と
り
ま
と
め
と
、
具
体
化

さ
れ
た
要
求
、
課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
自
治
体
労
働
組
合
が

果
た
す
べ
き
役
割
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　

調
査
は
、
丹
後
地
域
の
医
療

・
介
護
関
係
者
や
団
体
、
研
究

者
、
自
治
労
連
や
医
労
連
な
ど

労
働
組
合
が
実
行
委
員
会
を
つ

く
り
、
住
民
・
患
者
へ
の
事
前

ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
ヒ
ヤ
リ

ン
グ
を
行
い
、
２
０
０
０
件
に

も
の
ぼ
る
地
域
実
態
が
浮
き
彫

り
に
な
り
ま
し
た
。「
公
立
病

院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
よ

る
地
域
医
療
の
後
退
が
地
域
住

民
を
苦
し
め
て
い
る
実
態
を
も

と
に
政
策
提
言
し
、
地
域
の
民

主
団
体
や
労
働
組
合
が
共
同
で

と
り
く
ん
で
い
く
重
要
性
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　

基
調
報
告
で
は
、「
こ
ん
な

地
域
、
こ
ん
な
日
本
を
つ
く
り

た
い
」
と
い
う
運
動
を
大
き
く

広
げ
る
こ
と
が
呼
び
か
け
ら
れ

ま
し
た
。
特
別
報
告
で
は
浜
松

医
療
セ
ン
タ
ー
の
独
法
化
阻
止

の
た
た
か
い
、
島
根
の
太
田
市

立
病
院
で
の
と
り
く
み
な
ど
、

全
国
各
地
の
自
治
体
病
院
の
と

り
く
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
か
ら
の
発
言
で
は
、
府

職
労
・
病
院
労
組
の
田
岡
書
記

長
が
「
橋
下
『
維
新
の
会
』
が

す
す
め
る
都
構
想
に
よ
る
医
療

戦
略
に
対
し
、
住
民
の
た
め
の

府
立
病
院
を
組
合
員
・
職
員
・

住
民
が
と
も
に
手
を
と
り
あ
っ

て
守
っ
て
い
く
」
と
い
う
決
意

を
発
言
し
ま
し
た
。

　

翌
日
に
は
、
総
務
省
・
厚
労

省
へ
の
要
請
行
動
を
行
い
、
全

国
自
治
体
病
院
協
議
会
や
日
本

看
護
協
会
と
懇
談
し
ま
し
た
。

看
護
協
会
の
坂
本
会
長
か
ら
は

「
看
護
協
会
と
自
治
労
連
と

は
、
労
働
条
件
な
ど
の
考
え
は

同
じ
方
向
を
向
い
て
い
る
。
一

緒
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
」

と
の
発
言
も
あ
り
ま
し
た
。

事
の
内
容
を
伝
え
る
こ
と
が
重

要
。
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

―
独
法
化
を
撤
回
し
公
衆
衛
生
研
究
所
の
府
立
存
続
と
発
展
を
―

「小児・周産期医療の機能」継続をの機能」継続を

　

１
月
26
日
（
日
）、
今
年
で
７
回
目
と
な
っ
た

「
い
の
ち
と
地
域
を
守
る
学
習
・
意
志
統
一
集
会
」

が
東
京
都
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
体
で
57
名
、
府

職
労
・
病
院
労
組
か
ら
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

地
域
医
療
を
と
り
ま
く
状
況
は
、
総
務
省
の
「
公

立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
よ
り
、
病
床
数
の

削
減
や
公
立
病
院
の
診
療
所
化
、
独
立
行
政
法
人
化

と
指
定
管
理
者
制
度
導
入
な
ど
、
経
営
形
態
の
見
直

し
に
よ
る
地
域
医
療
の
後
退
が
深
刻
化
す
る
一
方
、

震
災
を
起
点
に
地
域
に
お
け
る
公
的
医
療
制
度
を
要

求
す
る
声
が
大
き
く
広
が
り
、
自
治
体
と
住
民
が
共

同
し
公
立
病
院
を
存
続
、
拡
充
す
る
運
動
が
各
地
で

進
ん
で
い
ま
す
。

「
今
、大
阪
の
健
康
危
機
管
理
が
危
な
い
！
」

看護協会と懇談する自治労連の仲間

「住吉市民病院廃止」問題で大阪市病院局に要請大阪市病院局に要請

職場のメンタルヘルス事例研究会
　日時：３月６日（木）18：30～
　場所： 国労会館３階　中会議室
　内容： リレートーク　
 　　　　職場からの報告
　　　　研究会の活動報告



＜３＞ 第1993号　（第三種郵便物認可）

　「憲法をいかし守る運動」の一環としてとりくみ、昨年
12月に募集した「憲法川柳」に22名の方から64作品の応募
がありました。これらの作品は、大阪自治労連の「憲法川柳」
コンクールにも出展し、３作品が優秀作に選ばれました。
　また、府職労執行委員会で審査した結果、藤原亮介さん
（泉州農と緑）の作品が府職労賞に選ばれました。優秀作
と府職労賞には賞品として5千円分の図書カードが贈られ
ます。また抽選の結果、大阪自治労連より６名、府職労か
ら10名に参加賞が贈られます。
　「憲法川柳」を通じて、みんなで憲法について考えてみ
ましょう。

「憲法を実行せよ」大運動「憲法を実行せよ」大運動

憲
法
川
柳 

優
秀
作
品
決
ま
る
！

大阪自治労連参加賞（クオカード500円分）
 敬称略
高津秀夫（南部下水）、中村徳三（建築指導）、吉
田澄世（岸和田保健所）、小西裕絵（循環型社会推
進）、古谷真孝（南部下水）、辻本智子（中央図書
館）

府職労参加賞（図書カード500円分） 敬称略
田岡康秀（急性期Ｃ）、不死原正（寝屋川水系）、
中川勉（審査指導）、金子ゆり子（池田保健所）、
高元豊子（富田林土木）、峰松泰（小中学校）、有
田桂一（学校総務サービス）、大園篤子（四条畷保
健所）、石田俊彦（呼吸器Ｃ）、茨木智志（八尾保
健所）

せ
ん
。
医
師
会
の
反
対
も
あ
る

と
い
う
話
も
伝
わ
り
、
大
阪
市

が
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の

か
、
住
民
の
要
望
を
伝
え
る
た

め
に
懇
談
を
し
ま
し
た
。

　

保
険
医
協
会
の
役
員
や
「
住

吉
市
民
病
院
の
充
実
を
求
め
る

市
民
の
会
」
も
一
緒
に
参
加

し
、
大
阪
市
病
院
局
が
対
応
し

ま
し
た
。

地
域
医
療
に

地
域
医
療
に

貢
献
す
る
病
院
を

貢
献
す
る
病
院
を

　

大
阪
市
は
「
住
吉
市
民
病
院

援
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で

す
。
大
阪
市
は
「（
新
た
な
公

募
条
件
と
な
る
よ
う
な
応
援

は
）
公
平
性
の
観
点
か
ら
で
き

な
い
」
と
回
答
し
て
い
ま
す

が
、
事
業
予
定
者
が
辞
退
す
る

よ
う
な
状
況
を
つ
く
ら
な
い
た

め
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー

ト
は
必
要
で
す
。

小
児
周
産
期
医
療
を

小
児
周
産
期
医
療
を

守
れ
守
れ

　

保
険
医
協
会
や
市
民
の
会

は
、
住
吉
市
民
病
院
廃
止
と
同

時
に
民
間
病
院
開
院
（
２
０
１

６
年
４
月
）
は
約
束
で
あ
り
、

小
児
周
産
期
医
療
の
機
能
維
持

の
た
め
に
、
事
業
者
へ
の
サ
ポ

ー
ト
や
医
師
会
と
の
調
整
は
大

阪
市
が
責
任
を
持
つ
べ
き
だ
と

迫
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
白
紙

に
な
れ
ば
住
吉
市
民
病
院
の
現

地
建
て
替
え
す
る
よ
う
要
求
し

ま
し
た
。

　

私
は
「
住
吉
市
民
病
院
か
ら

府
立
急
性
期
・
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
に
移
る
ベ
ッ
ド
全
部
が
小

児
周
産
期
医
療
の
ベ
ッ
ド
に
使

わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
本
来

な
ら
医
療
審
議
会
で
許
可
さ
れ

な
い
ベ
ッ
ド
を
増
や
す
計
画
で

あ
り
、
大
阪
府
や
府
立
病
院
機

構
に
も
責
任
が
あ
る
。
住
民
の

要
望
が
通
ら
な
い
な
ら
白
紙
に

な
っ
て
も
仕
方
な
い
と
い
う
の

が
労
働
組
合
の
考
え
方
。
大
阪

市
は
住
民
の
要
望
を
実
現
す
る

責
任
が
あ
る
」
と
発
言
し
ま
し

た
。

　

自
治
体
病
院
の
組
合
と
し

て
、
自
分
た
ち
の
病
院
の
機
能

の
充
実
と
市
民
や
関
係
団
体
と

と
も
に
地
域
の
医
療
を
守
る
役

割
を
、
今
後
と
も
果
た
し
て
い

く
決
意
で
す
。

（
病
院
労
組
書
記
長　

田
岡
）

　

２
月
14
日
、「
公
衆
衛
生
研

究
所
の
府
立
存
続
と
発
展
を
め

ざ
す
会
」
が
主
催
す
る
集
会

「
大
阪
の
健
康
危
機
管
理
が
危

な
い
！
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
６
月
に
大
阪
府

が
、
府
立
公
衆
衛
生
研
究
所

（
以
下
「
公
衛
研
」
と
い
う
）

の
独
法
化
を
決
定
し
、
昨
年
の

２
月
に
独
法
化
す
る
た
め
の
定

款
、
ま
た
12
月
に
は
研
究
所
条

例
の
廃
止
が
府
議
会
で
可
決
し

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
大
阪
市
議
会
で
は

市
立
環
境
科
学
研
究
所
（
以
下

「
環
科
研
」
と
い
う
）
の
廃
止

関
連
議
案
は
可
決
さ
れ
ず
継
続

審
議
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
今
ま
で
行
っ
て
き
た
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
が
運
動
を
広
げ
今

年
の
４
月
に
独
法
化
を
許
さ
な

い
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

集
会
で
は
、
住
民
と
の
共
同

を
す
す
め
る
た
め
に
「
め
ざ
す

会
」
を
立
ち
上
げ
て
今
日
ま
で

運
動
を
す
す
め
て
き
た
こ
と

や
、
議
会
各
派
へ
の
要
請
、
市

長
村
議
会
で
の
請
願
、
住
民
団

体
等
へ
の
申
し
入
れ
、
街
頭
宣

伝
な
ど
独
法
化
の
撤
回
に
向
け

て
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
取
り
組
ん

で
き
た
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
場
の
研
究
員
か
ら
は
、
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
、
加
工
食
品
中
の
農
薬
混
入

事
例
へ
の
対
応
に
つ
い
て
「
直

営
で
運
営
を
し
て
い
る
か
ら
こ

そ
機
敏
な
対
応
が
で
き
る
」、

「
研
究
の
積
み
重
ね
が
あ
る
か

ら
こ
そ
民
間
で
は
結
果
が
１
週

間
か
か
る
も
の
を
１
日
で
出
せ

る
検
査
体
制
が
あ
る
」
こ
と
な

ど
を
例
に
あ
げ
な
が
ら
、「
独

法
化
に
な
る
と
採
算
が
優
先

し
、
住
民
の
健
康
危
機
管
理
が

お
ろ
そ
か
に
な
る
の
で
健
康
が

守
れ
な
い
状
況
が
つ
く
ら
れ
て

し
ま
う
」
と
い
う
発
言
が
あ

り
、
あ
ら
た
め
て
健
康
危
機
管

理
の
重
要
性
を
知
ら
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
フ
ロ
ア
発
言
で
は
、
大

阪
府
の
元
保
健
師
か
ら
「
独
法

化
反
対
署
名
を
知
り
合
い
や
近

所
の
人
に
お
願
い
に
ま
わ
っ
て

い
る
が
、
研
究
は
目
に
見
え
な

い
の
で
伝
え
に
く
い
。
健
康
に

関
わ
る
こ
と
な
の
で
、
引
き
続

き
頑
張
っ
て
独
法
化
の
流
れ
を

止
め
た
い
」
と
の
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
住
民
団
体
か

ら
は
「
暮
ら
し
に
役
立
つ
こ
と

を
や
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
」、「
公
衛
研
も
環
科
研
も
両

方
大
切
。
も
っ
と
外
に
出
て
仕

要
。
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
！
」と
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
住
民
の
健
康
を
守

る
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な

り
、
あ
ら
た
め
て
公
衛
研
を
独

法
化
さ
せ
ず
撤
回
に
向
け
た
取

り
組
み
と
運
動
を
強
化
す
る
こ

と
を
参
加
者
全
体
で
意
志
を
固

め
あ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
今
後
の
取
り
組
み

と
し
て
行
動
提
起
が
あ
り
、
①

環
科
研
を
廃
止
さ
せ
な
い
た
め

の
要
請
は
が
き
と
署
名
活
動
、

②
公
衛
研
の
独
法
化
廃
止
撤
回

を
求
め
る
取
り
組
み
、
③
公
衛

研
の
役
割
を
広
く
知
ら
せ
る
、

④
「
め
ざ
す
会
」
へ
の
加
入
を

呼
び
か
け
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

―
独
法
化
を
撤
回
し
公
衆
衛
生
研
究
所
の
府
立
存
続
と
発
展
を
―

「小児・周産期医療の機能」継続を「小児・周産期医療の

優
秀
作

優
秀
作
（
大
阪
自
治
労
連「
優
秀
作
」に
選
ば
れ
た
３
作
品
）

（
大
阪
自
治
労
連「
優
秀
作
」に
選
ば
れ
た
３
作
品
）

• 

自
分
に
「
ま
ず
は
通
し
て
」
と
は
快
い
。
そ
し
て
全
て
の
政
治
家
や
仲
間
に
も
と

呼
び
か
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
了
解
。

憲
法
を
ま
ず
は
通
し
て
読
ん
で
み
る
馬
場
玲
子
さ
ん

（
中
部
農
と
緑
）

• 

硝
煙
の
絶
え
ぬ
地
球
・
世
界
に
「
第
九
条
」
を
と
は
理
想
で
は
な
く
正
に
正
論
。

　

誰
か
さ
ん
の
き
な
臭
い
〝
積
極
的
平
和
論
〞
を
一
蹴
し
て
見
事
な
一
句
。

戦
火
か
ら
地
球
を
守
る
第
九
条

吉
村
定
教
さ
ん

 （
池
田
子
家
Ｃ
）

• 

「
な
せ
ば
成
る
」。
地
方
自
治
の
最
前
線
に
い
る
作
者
の
力
強
い
言
葉
、
腹
構
え
に

拍
手
。
仲
間
や
地
域
住
民
に
も
力
強
い
決
意
の
一
句
に
き
っ
と
賛
同
の
声
が
と
思

い
た
い
。

な
せ
ば
成
る
憲
法
活
か
す
地
方
自
治
上
野
孝
夫
さ
ん

 

（
社
会
援
護
）

府
職
労
賞

府
職
労
賞

や
め
て
く
れ
！

子
ど
も
を
い
く
さ
に
巻
き
込
む
な

藤
原
亮
介
さ
ん
（
泉
州
農
と
緑
）

「
今
、大
阪
の
健
康
危
機
管
理
が
危
な
い
！
」

「
今
、大
阪
の
健
康
危
機
管
理
が
危
な
い
！
」

「住吉市民病院廃止」問題で大阪市病院局に要請「住吉市民病院廃止」問題で大阪

３・９「さよなら原発」３・９「さよなら原発」
関西総行動関西総行動

３月９日（日）北区民ホール・扇町公園
●10時20分　 特別企画・写真展・子ども広場

など（北区民センター）
〈講演〉
「子どもたちを放射能から守るために」
　　　講師：小出裕章さん
　　　　　　　　　　（京都大学原子炉実験所）
●12時45分　 集会（扇町公園）
        　パレード（３コース）
　　　　　　　　　　　　
※特別企画は完全予約制です。参加希望の
　方は府職労までお問い合わせください。

3月13日(木)19時
エルおおさか６階大会議室

★講演　 「橋下『維新の会』のねらう
府・市病院統合のねらいと
自治体病院の役割」（仮称）

★講師　二宮厚美さん（神戸大学名誉教授）
★基調報告・決意表明など

都構想による病院つぶしを許すな！
府立５病院を府直営に戻せ！

学習決起集会
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